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ま
え
が
き

本
書
は
、「
近
代
都
市
と
絵
画
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、「
都
市
」
と
「
美
術
」
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
論
集
で
、

こ
こ
で
は
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
見
出
せ
る
パ
リ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
至
る
一
連
の
美
術
の
流
れ
を
、
二
つ
の
都
市

を
基
盤
に
と
り
あ
げ
て
い
る
。

＊

近
代
美
術
の
歴
史
を
み
る
と
、
近
代
都
市
の
成
立
と
と
も
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
十
九
世
紀
後
半
、
第
二
帝
政
か
ら
第
三
共
和
政
に
か
け
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
も
と
進
め
ら
れ
た
パ
リ
の
大
改
造
が
、

新
し
い
都
市
の
姿
を
生
み
出
し
、
創
造
さ
れ
た
ば
か
り
の
近
代
都
市
の
情
景
と
そ
こ
で
の
市
民
生
活
は
、
画
家
た
ち
の
多
彩
な
着
想
源
と

な
っ
た
。
パ
リ
で
は
折
し
も
、
レ
ア
リ
ス
ム
か
ら
印
象
派
、
ポ
ス
ト
印
象
派
の
画
家
た
ち
が
活
躍
し
て
い
た
が
、
彼
ら
は
も
と
よ
り
、
世

紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
の
画
家
た
ち
に
至
る
ま
で
、
都
市
は
新
し
い
画
題
を
提
供
す
る
宝
庫
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
意
味
で
こ
の
時
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代
の
フ
ラ
ン
ス
美
術
は
、
パ
リ
と
い
う
都
市
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
二
十
世
紀
初
頭
、
同
様
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
建

物
の
高
層
化
な
ど
都
市
開
発
が
急
速
に
進
む
な
か
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
主
題
に
し
た
一
連
の
絵
画
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
都
市
風
景

を
描
い
た
ア
メ
リ
カ
の
画
家
た
ち
の
多
く
は
、
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
美
術
を
少
な
か
ら
ず
参
照
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
画
家
た
ち
を
通
じ
て
パ
リ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
と
都
市
に
関
わ
る
表
象
は
引
き
継
が
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
新
た
な
展
開
を
み
せ
た
。

さ
ら
に
都
市
と
美
術
の
関
係
は
二
十
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
の
前
衛
芸
術
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
、
都
市
は
芸
術
創

造
と
深
く
関
係
し
て
き
た
。

本
書
の
各
論
考
は
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
都
市
自
体
の
表
象
だ
け
で
は
な
く
、
人
々
の
生
活
、
芸
術
家
の
交
流
な
ど
も
含
め
都
市
と

芸
術
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
幅
広
く
扱
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
都
市
の
創
造
に
関
連
し
、
都
市
社
会
が
も
た
ら
し
た
視
覚
的
要

素
、
美
的
感
性
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
を
、
芸
術
作
品
の
な
か
に
見
出
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
構
成
と
し
て
は
、
一
連
の
美
術
史

的
な
流
れ
、
お
よ
び
、
近
代
都
市
の
成
立
時
期
を
考
慮
し
て
、
前
半
で
は
パ
リ
を
、
後
半
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
扱
い
、
パ
リ
か
ら
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
へ
と
そ
の
流
れ
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
七
人
の
執
筆
者
が
自
身
の
専
門
と
す
る
領
域
を
対
象
に
、
関
連
す
る
作
品

を
と
り
あ
げ
た
論
考
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
以
下
、
各
章
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

第
一
章
、「
印
象
派
の
パ
リ
―
―
モ
ネ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
カ
イ
ユ
ボ
ッ
ト
ら
が
描
く
オ
ス
マ
ン
の
パ
リ
」（
坂
上
桂
子
）
は
、
近
代
都
市

パ
リ
の
成
立
と
芸
術
の
初
期
の
関
わ
り
を
示
す
本
書
の
基
盤
と
な
る
論
考
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
印
象
派
の
代
表
的
画
家
モ
ネ
、
ル
ノ
ワ
ー

ル
、
カ
イ
ユ
ボ
ッ
ト
、
ピ
サ
ロ
ら
が
描
い
た
パ
リ
の
情
景
を
と
り
あ
げ
、
オ
ス
マ
ン
の
パ
リ
大
改
造
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
都
市
イ
ン
フ
ラ

を
、
画
家
た
ち
が
近
代
生
活
の
舞
台
と
し
て
い
か
に
興
味
を
も
っ
て
捉
え
て
い
る
か
を
検
討
す
る
。
印
象
派
の
美
術
を
、
近
代
都
市
が
生

み
出
し
た
新
し
い
芸
術
と
し
て
捉
え
、
そ
の
主
題
と
様
式
に
都
市
と
の
関
連
性
を
見
出
し
て
い
る
。
第
二
章
、「
無
秩
序
な
る
パ
リ
―
―

ピ
エ
ー
ル
・
ボ
ナ
ー
ル
の
ク
リ
シ
ー
広
場
」（
吉
村
真
）
は
、
ナ
ビ
派
の
画
家
ボ
ナ
ー
ル
が
繰
り
返
し
描
い
た
ク
リ
シ
ー
広
場
の
主
題
を

め
ぐ
り
、
て
い
ね
い
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
は
ボ
ナ
ー
ル
論
と
し
て
は
も
と
よ
り
、
広
場
と
い
う
、
オ
ス
マ
ン
の
パ
リ
の
都
市

計
画
に
お
い
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
場
所
を
と
り
あ
げ
て
お
り
、
パ
リ
の
都
市
表
象
に
関
す
る
一
考
察
と
し
て
も
興
味
深
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
第
三
章
、「
モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
と
パ
リ
―
―
二
十
世
紀
の
公
共
建
築
装
飾
に
み
る
都
市
」（
森
万
由
子
）
は
、
同
じ
く
ナ
ビ
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派
の
画
家
ド
ニ
の
壁
画
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ド
ニ
は
ボ
ナ
ー
ル
と
は
異
な
り
十
九
世
紀
に
は
都
市
風
景
を
描
か
な
か
っ
た
が
、
二
十

世
紀
に
な
っ
て
公
共
建
造
物
を
装
飾
す
る
作
品
の
な
か
で
パ
リ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
多
く
描
い
た
。
本
論
で
は
こ
れ
ら
の
作
品
を
分
析
す
る

こ
と
か
ら
、
ド
ニ
の
新
た
な
芸
術
的
関
心
と
し
て
都
市
の
表
象
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
第
四
章
、「
マ
リ
ー
・
ロ
ー
ラ
ン
サ

ン
と
パ
リ
の
外
国
人
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
―
―
収
集
家
の
動
向
か
ら
読
み
解
く
画
家
の
魅
力
」（
由
良
茉
委
）
で
は
、
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
を
め

ぐ
り
、
二
十
世
紀
初
頭
の
パ
リ
の
豊
か
な
芸
術
的
背
景
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
は
美
術
史
の
文
脈
の
な
か
で
こ
れ
ま

で
十
分
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
本
論
で
は
、
ピ
カ
ソ
ら
キ
ュ
ビ
ス
ト
と
の
交
流
、
外
国
人
コ
レ
ク
タ
ー
に
よ
る
評
価
な
ど
、
国
際

都
市
パ
リ
な
ら
で
は
の
文
化
的
背
景
が
読
み
取
れ
よ
う
。

第
五
章
、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
表
象
―
―
パ
リ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
」（
坂
上
桂
子
）
は
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
お
け

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
都
市
表
象
に
つ
い
て
の
論
考
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
パ
リ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
、
つ
ま
り
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ

へ
の
、
都
市
表
象
の
伝
播
と
そ
こ
か
ら
の
展
開
を
考
慮
し
、
ハ
ッ
サ
ム
、
ス
ロ
ー
ン
、
グ
ラ
ッ
ケ
ン
ズ
の
代
表
的
画
家
三
人
を
と
り
あ
げ

検
討
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
美
術
の
受
容
か
ら
ア
メ
リ
カ
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
表
現
の
確
立
ま
で
を
、
彼
ら
の
作
品
の
な
か
に

見
出
す
。
第
六
章
、「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
オ
キ
ー
フ
作
《
ラ
ジ
エ
タ
ー
・
ビ
ル
―
―
夜
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
》
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
―
一
九

二
〇
年
代
の
芸
術
家
の
交
流
を
手
掛
か
り
と
し
て
」（
玉
井
貴
子
）
は
、
二
十
世
紀
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
多
く
描
い
た
代
表
的
画
家
で
あ

る
オ
キ
ー
フ
を
中
心
に
と
り
あ
げ
た
論
考
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
オ
キ
ー
フ
の
都
市
を
描
い
た
作
品
を
検
討
し
、
さ
ら
に
そ
の
作
品
を
め

ぐ
り
、
写
真
家
ス
テ
ィ
ー
グ
リ
ッ
ツ
ら
、
当
時
の
前
衛
芸
術
家
た
ち
の
交
流
関
係
に
も
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
第
七
章
、「
岡
田
謙
三

の
『
抽
象
』
―
―
パ
リ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
経
験
を
中
心
に
」（
誉
田
あ
ゆ
み
）
は
、
パ
リ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
両
都
市
で
描
い
た
日
本

人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
具
体
的
作
品
と
と
も
に
画
家
自
身
の
言
葉
に
も
着
目
し
、
東
京
も
含
め

三
都
市
で
の
体
験
が
、
画
家
の
芸
術
創
造
と
い
か
に
関
わ
っ
て
い
る
か
を
捉
え
て
い
る
。
第
八
章
、「
河
原
温
〈Today

〉
シ
リ
ー
ズ
の
再

考
―
―
一
九
六
六
年
の
《
ジ
ャ
ー
ナ
ル
》
の
読
解
を
つ
う
じ
て
」（
桝
田
倫
広
）
も
ま
た
、
戦
後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
動
し
た
日
本
人
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
を
と
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
河
原
温
の
代
表
作
〈Today
〉
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
資
料
を
て
い
ね

い
に
考
察
し
、
河
原
に
よ
る
こ
の
代
表
作
が
単
に
「
作
家
が
生
き
た
証
」
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
「
あ
る
種
の
都
市
表
象
の
よ
う
に
」
捉
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え
ら
れ
る
可
能
性
を
論
じ
て
い
る
。

＊

コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
の
各
都
市
か
ら
人
々
が
い
な
く
な
っ
た
風
景
は
い
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。

都
市
と
は
何
か
。
人
口
過
密
な
都
市
に
生
き
る
現
代
の
私
た
ち
に
と
っ
て
、
人
が
消
え
た
都
市
ほ
ど
、
都
市
の
意
味
を
考
え
さ
せ
る
も

の
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
本
書
は
近
代
都
市
の
成
立
時
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
状
況
を
芸
術
を
通
し
て
考
察
す
る
も
の
だ
が
、
コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
、
変
貌
を
迫
ら
れ
る
都
市
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
美
術
を
超
え
て
、
幅
広
く
思
い
を
巡
ら
せ
、
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

坂
上
桂
子


